














Sociological analysis of a Bon Festival Dance 







































































































サービス業 1,287 1,766 
公務 271 316 
分類不能 2 1 
----------------------------------------------------------------------------―-
第三次産業計 3,814 4,714 



































































































































































































4 25日 土 役場前広場 電気地蔵祭 常磐町
5 26日 日 観光セソター前 毛付市・赤髭作兵衛・霊祭 下柳町
6 28日 火 城山公園 岸剣神社川祭 下柳町
7 30日 木 河原町通り 慈恩寺弁天祭 河原町
8 8月 1日 土 本町通り 大乗寺三十番神祭 本町， 2日 日 栄町通り 夏祭 栄町
10 3日 月 下殿町通り およし祭 下殿町
1 1 4日 火 大手町通り 城山地蔵祭 大手町
12 5日 水 観光セソター前 宝暦義民祭
13 6日 木 鍛冶屋町通り 夏祭 鍛冶屋町
14 7日 金 本町通り 洞泉寺弁天七夕 本町
15 8日 土 郡上八幡駅前 祭越美南線開通記念祭 城南町
16 9日 日 今町通り 秋葉祭 今町
17 10日 月 新栄町通り 恵比須祭 新栄町
18 11日 火 下日吉町通り 秋葉祭 下日吉町
19 13日 木 新町・今町通り 徹夜踊り 新町・今町
20 14日 金 新町・橋本町通り 徹夜踊り 新町・橋本町
21 15日 土 新町・橋本町通り 徹夜踊り 新町・橋本町
22 16日 日 本町通り 徹夜踊り 本町
23 18日 火 下愛宕町通り 十八観音祭 下愛宕町
24 19日 水 立町通り 末広祭 立町
25 20日 木 本町通り 宗祇水神祭 本町
26 22日 土 新町通り 婦人のタベ 新町
27 24日 月 上桝形町通り 地蔵祭 上桝形町
28 25日 火 八幡神社 小野天神祭 小野 1, 2丁目
29 29日 土 新町通り 商工祭 新町
30 9月5日 土 役場前広場 踊り納め
表 4 盆踊り日程（昭和 9年）
1 月日 i 踊り場所 1 祭り名称
1 7月16日 上殿町 天王祭
2 7月18日 下柳町 神農薬師祭
3 8月30日 河原町 慈恩寺弁天祭
4 8月7日 本町 洞泉寺弁天七夕祭
5 8月13日 新町・橋本町 徹夜踊り
6 8月14日 新町・橋本町 徹夜踊り
7 8月15日 新町・橋本町 徹夜踊り
8 8月16日 新町・橋本町 徹夜踊り， 8月18日 下愛宕町 十八観音祭
10 8月20日 本町 宗祇水神祭
1 1 8月21日 愛宕公園 弘法祭
12 8月24日 上桝形町 地蔵祭

























































は観光に関係のある商工者であり， 現在， 380余りの業者が会員となっている。会長 1'










































る。役員構成は，昭和62年度の資料によれば，会長 1' 副会長 1,常任理事8,理事12,




会長からなる執行部，総務部 (8人），囃部 (15人），踊り部 (10人），青年部 (15人），婦
人部 (28人）からなり，総会員数は83人である。入会は任意で，会費は年間 2千円である。
会員の中には八幡町在住者以外の人も混じっているが，その範囲はおおむね美濃地方に限
られる。「踊り助乎」と言われるほど踊りの好きな人が会員になるようである。
年間財政規模は， 昭和62年において約370万円で， 収入の約75％が郡上おどり運営委員
会からの補助金であり，自前の会費収入は約 5％に過ぎない。運営委員会の収入の90％が
行政からの補助金であることを考えると，郡上おどりを維持するために必要な資金の大半
は行政から供給されていることになる。大幅な増額を要求するのでなければ，例年並の額
は八幡町内にさしたる異議もなく，ほぼ自動的に町から下りてくるとのことである。支出
内訳をみると，約半分が出勤・役職手当であり，一人一晩当たりの手当額は，一晩40人で
30夜あるとして機械的に計算すると， 1500円程度である。多くても数千円の範囲を越えな
い。支出のあと半分は，組織を維持するための経費を別にすれば，講習会の開催や浴衣購
入など，小口に使われる。
規約に記載されたこの会の目的は，「正調郡上おどりの保存育成に努め， 郷土芸能の振
興を図り，その名声を高めて，八幡町の向上発展に寄与すること」であり，この線に沿っ
て，盆踊り期間中の唄と囃子と踊りのほかにも，期間中・期間外を問わず様々な活動を行
なっている。町民を対象とした囃子と踊りの講習は毎年2月末に始まり， 4月になると毎
週行なわれるようになり， 7月には毎日となる。町民以外に向けた踊りの指導は， 4月か
ら9月にかけて，昭和61年度には，囃子が6回，踊りが52回，さらに出張公演が33回行な
われており，その合間を縫うように，会議が数回開かれている。これらを80人でこなして
いくのであるから，会員にとっては年が明けてから 9月いっばいまでは，とにかく何かの
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行事が頻繁に予定に入ってくるということになると推測される。特に踊り期間中は，ほと
んど毎晩のように出て行かねばならない。会員の多くは昼間仕事を持っており，報酬はほ
とんどお茶代くらいのものであるから，踊りが本当に好きな人でなけれぼ勤まらないとい
うのが実感である。
現在，保存会が抱える最大の問題は，後継者の養成問題である。唄と囃子を習得するま
でには何年もかかかるが，長期に渡って続けなければならない修業を進んで行なう若者が
そう見つかるものでないことは何処でも共通している。さらに，郡上の子供たちが盆踊り
に興味を持たなくなるのではないかという危惧もある。子供が行って踊るには，現在の踊
り場は余りに混雑しており，あるいは余りに観光化され過ぎているという声もあながち否
定できない。子供達に踊りに興味を持たせることを狙いに，今年から子供だけを対象とし
た踊り免許状が作られたほどである。後継者問題は盆踊りの存続に関わる問題であり，簡
単に解決できるものではないだけに，息の長い対応策が必要とされる。今は模索の時期の
ようである。
さて，以上に概観してきた諸社会組織の連係によって盆踊りは維持されているのである
が，その総体としての特質を最後に指摘しておこう。第一に，資金的・労力的側面におい
て行政が重要な位置を占めている。これについては既に触れた。第二に，諸組織のうちど
れが欠けても盆踊りの運営・維持に支障がでると思われるほど，効率的に連係が組織され
ている。もちろん細かいところでの無駄や摩擦はあろうが，全体としての効率の良さは見
逃せない。限られた資源がそれぞれの資源の性質を活かして極めて有効に活用されている
のである。第三に，しかしその効率的組織化は，近代官僚制のインパーソナルな原理によ
って形成されるものというよりも，互いによく知り合った者どうしのなかに自然発生的に
生まれてくるものに近い。第四に，したがって組織間に明確な序列はなく，例外なく貫徹
する一元的命令系統もない。諸組織は互いに適切な役割遂行を期待しあいながら，それぞ
れ自発的に行動し，その結果として組織間の良好な連係が生成される。生物にその範型を
求めるならぽ，中枢神経が一点に集中した動物より，中枢神経の分散した動物であろう。
第五に，それが可能なのは，結局，この町に強い文化的同一性が存在しているからとしか
説明できない。余所者として八幡町に足を踏みいれた時に感じる，一種タイム・スリップ
したようなあの独特の感覚は，その反映なのかもしれない。
5. 盆踊りの社会学的意味：祝祭性と自立性
「何か新たにやろうとすると問題が起きてくるが，今のままならみんな黙ってやる」と
いう声が，盆踊りを直接支える当事者の大方の声を代弁しているであろう。しかし，これ
まで盆踊りの歴史，過程，社会組織的基盤を検討してきてなおかつ，依然として，ではな
ぜ「黙ってやるのか」という問いを払拭しえないのも事実である。確かに，どこか特定の
部分に負担がかからないように，負担をうまく分散させるような仕組みができあがってい
る。そうでなければ， 30夜の盆踊りを毎年続けることは無理である。しかし，負担分散の
システムの存在は必要条件であっても必要十分条件ではないだろう。
功利的説明にも限界がある。だれもが平等に盆踊りから利益を享受しているわけではな
いのに，盆踊りの運営資金として公金を支出することが当然視されている事実の説明がつ
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かない。また運営委員会，観光協会，商工観光課はいいとしても，保存会や自治会を功利
的原理で説明しきれないことも明らかである。そもそも盆踊りを行なうことで誰がどのく
らいの利益を享受しているのかを一元的に測る物差しを作れるだろうか。盆踊りという現
象は，客観的に測定しうる個別利害の対極にある現象である。
このように考えてくるならば，盆踊りの中核に自己目的的な，無への贈与と呼べる要素
を措定せざるをえなくなる。踊りそのものの中に人を引き付けないではおかない「何か」
があるからこそ，郡上の人々は踊るのであり，踊りは維持される。その「何か」は「祝祭
性」とでもいうべきものであろう。そのことを見落とすならば，それほど遠くない過去に
「上」から作られ，資金的に行政依存で，かつ観光的配慮に支配された郡上おどりのイメ
ージしか浮かび上がってこないだろう。しかし，もちろんそれが全てではない。既に郡上
八幡の全ての人の脳裏には，幼い頃の盆踊りの記憶が，郷愁の感情とともに植え込まれて
いるはずである。毎年夏になり踊りの時期がくると，血が騒いでそわそわすると言う話を
聞いたのは一人や二人からではない。お仕着せのものであるというには余りに盆踊りは深
層意識に定着していると思われる。盆踊りはこの町の不可欠な一部として血肉化している
のである。
行政へ依存しているから，あるいは観光化されすぎているからといって，それだけで盆
踊りの価値が下がるわけではない。盆踊りの生命は，一般に祭りがそうであるように，集
合的沸騰を産出しうるかいなかにかかっていると言えるだろう。総体として，郡上の盆踊
りは優に水準を越えていると思う。それはおそらく，行政機構を再分配のシステムと捉え
るならば，盆踊りを維持するのに必要な資源のほとんどを自前で調達し，町のコントロー
ルの下に置いているという事実と無関係ではない。既に見たように，ひとつひとつの組織
は自立性・完結性に欠けるが，町全体としてみるならば，少なくともこと盆踊りに関して
は自立性・完結性を保っているのである。観光化されていると言っても，徹夜踊りのとき
でさえ，ほとんどの観光客は日帰り客であり，市場規模の小ささのためか外部資本は入っ
ていない。さらに盆踊りを離れて社会生活一般に関しても， この町だけで一応生活が完結
する状態が，既に数百年続いている事実は見落とせないだろう。最初に触れたように，戦
後の高度成長期にも，この町は変動の荒波から相対的に隔離されていたのである。
町自体の自立性。完結性が，社会環境の変化に抗して，踊りのなかに「祝祭性」を現出
させることに成功してきた最大の要因であり， 30夜の盆踊りを維持。再生産してきた町民
のエネルギーの供給源ではないか。この仮説がとりあえず現在の筆者の到達点である。
本稿はようやく郡上おどりの総論のさわりに過ぎない。掘り下げるべくして果たせなか
った問題は多い。それらについてはいずれ別縞を起したいと思う。
付記
郡上郡八幡町の盆踊りの調査は，昭和61年度文部省科学研究費補助金奨励研究の援助の
もとに行なわれた。調査に当たっては，数多くの方に協力を賜わった。不公平を恐れてお
名前をあげることは控えさせていただくが，とりあえずこの紙上を借りて，お礼申し上げ
る。また調査の段階で大藤文夫氏（名古屋大学大学院社会学専攻博士課程）の助力を得た。
記して謝意を表する。
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